
問い合わせ 健康づくり課（保健センター内）
�465-8611 �466-7522

※各種相談の日程は、２９ページをご覧ください。

※４月の休日歯科応急診療所
実 施 日 ４月７日㈰・１４日㈰・２１日㈰・２８日㈰・２９日（月・祝）
受 付 時 間 午前９時～１１時３０分
場 所 新座市休日歯科応急診療所 （新座市保健センター）
診 察 料 健康保険法の規定料金 （保険証を必ずお持ちください。）
問い合わせ �０４８―４８１―２２１１

※救急医療のお問い合わせ
●埼玉県救急医療情報センター �０４８―８２４―４１９９
●埼玉県南西部消防本部 �０４８―４６０―０１２３

※小児救急電話相談
●＃８０００（携帯電話からも相談可能）

☆今月の主な保健衛生週間行事予定
７日は「世界保健デー」です！

乳幼児と保護者の方へ

そ の 他
定員／３６組（先着順）
申し込み／電話で４月１７日㈬から予約受付開始
内容／赤ちゃんと育児について、ママ同士の交流など
申し込み／電話で４月１８日㈭から予約受付開始

もくよく

内容／保育と沐浴、お産の進み方、DVD上映など
申し込み／電話で４月１８日㈭から予約受付開始
※土曜日はパパも参加できます
会場／保健センター
※詳細は予約時にご確認ください。
内容／参加者同士の交流、手遊び
申し込み／健康づくり課（電話で要予約）

※左記のとおり個別
通知をしますので、
詳細は通知をご覧
ください。

平平成成２２５５年年４４月月かからら、、未未熟熟児児養養育育医医療療給給付付のの申申請請先先がが市市町町村村ににななりりまますす。。
体の発育が未熟なままで生まれ、入院を必要とする方に対して、その治療に必要な医療費の一部を市が負担する制度です。
対象：養育医療の対象となる満１歳未満の入院中の未熟児
申請に必要な書類：①養育医療給付申請書 ②養育医療意見書 ③世帯調書 ④所得税額等関係証明書

※平成２５年４月以降に新たに申請される方が対象です。
平成２５年３月３１日までの給付期間がある場合は、平成２５年４月１日以降も朝霞保健所へ申請してください。

H２４年１２月生の第１子の
お子さんとその保護者
H２５年３月生
定員／３０組（先着順）

０～３歳児くらいまでの
多胎児とその保護者
多胎児を妊娠中の妊婦

対 象
５月１６日㈭・午後１時３０分～３時３０分
保健センター
５月２９日㈬・午後１時３０分～３時３０分
保健センター

４月２２日㈪、５月２９日㈬
午前１０時３０分～１１時３０分
保健センター

日時・会場
離乳食実習

母と子のつどい

実施時間
１回目：午後１時～４時
２回目：午前１０時～午後４時

午前１０時～午後４時

対象（初妊婦）
H２５年８月～１０月
出産予定
H２５年９月～１１月
出産予定

定員

３６人

３６人

日 程
１回目：９日㈭
２回目：１８日㈯

２２日㈯

５月
（２日コース）

６月
（１日コース）

マタニティ教室
※５月コースは、
すでに受付を
行っています。

ぴーなっつ

５月の乳幼児健診
３歳児健診

H２２年１月生まれ
４月上旬発送予定。通知が届かない場合はご連絡ください。

１歳６か月児健診
H２３年１０月生まれ

１０か月児健診
H２４年７月生まれ

４か月児健診
H２５年１月生まれ

BCG、ヒブ、小児用
肺炎球菌等予防接種
H２５年２月生まれ

予防接種
乳幼児健康診査

内 容

そ の 他
内容／創作活動やレクリエーション、スポーツ

などの活動をとおしてのグループ訓練
問い合わせ／健康づくり課

回復途上にある精神障害者
（主に統合失調症）

対 象
毎週木曜日
午前９時３０分～１１時３０分
保健センター ほか

日時・会場
ソーシャルクラブ
精神障害者社会�
�

�
�復帰相談指導

内 容
成人の方へ

子宮頸がん予防接種
小学６年生～高校１年相当年齢の女子

（中学１年生女子）
３回

ワクチンの種類により接種間隔が異な
ります。医療機関にご相談ください。
・サーバリックス
・ガーダシル

平成２５年度 中学１年生女子

小児用肺炎球菌
生後２か月～５歳未満

（生後２か月～生後７か月未満）
接種開始月齢により異なります（最大４回）
生後２か月～生後７か月未満で接種した場合
初回：２７日以上の間隔をあけて３回接種
追加：初回３回接種終了後、６０日以上の間隔を

あけて１歳～１歳３か月の間に１回接種
生後２か月児

ヒ ブ
生後２か月～５歳未満

（生後２か月～生後７か月未満）
接種開始月齢により異なります（最大４回）
生後２か月～生後７か月未満で接種した場合
初回：２７～５６日までの間隔をあけて３回接種
追加：初回３回接種終了後、７か月～１３か月

の間に１回接種
生後２か月児

対象者
（標準的な接種年齢）

接種回数

接種方法

個別通知対象者

◆風しんが流行しています◆
風しん患者の多くは２０歳代～４０歳代の男性で、この年代の方は、風しんの予防接種を受けていないか、１回接種の年代でした。
妊婦が風しんに感染すると、先天性風しん症候群（難聴、心疾患、白内障等の疾患をもちながら生まれてくる）の児を出生する確率が高くなります。
特に、２０歳代～４０歳代の男性の方、妊娠適齢期の女性の方は風しんの予防接種を受けることをお勧めします（有料：任意接種）。
風しんに関する情報：風しんQ&A（国立感染症研究所） http : //www.nih.go.jp/niid/ja/rubellaqa.html

定期予防接種が変わります。
◆予防接種法の改正により平成２５年４月１日から、
☆BCGの接種対象年齢が生後１歳未満までに拡大し、標準的な接種年齢が生後５か月～生後８か月になります。
☆ヒブ、小児用肺炎球菌、子宮頸がんの予防接種が新たに定期接種（無料）に加わります。対象者には個別通知でご案内します。

平成２５年度 麻しん風しんの予防接種実施のお知らせ
麻しん風しんの予防接種を下記のとおり実施します。詳細は、対象者へ個別通知でご案内します。
麻しん（はしか）は例年春から夏にかけて発生報告が増加する感染症です。第２期の対象者は、少しでも早く免疫を獲得するために、

できるだけ４月から６月の間に接種を受けましょう！

＊１歳になったら早めに！
（５歳～７歳未満 ＊年長児）

１歳～２歳未満
平成１９年４月２日～平成２０年４月１日生まれ

第 １ 期
第 ２ 期

【接種対象者】

【接 種 期 間】 第１期：１歳の誕生日の前日から２歳の誕生日の前日まで
第２期：平成２５年４月１日から平成２６年３月３１日まで

※費用について、特に記載しているもの以外は無料です。

※健診等の費用について、特に記載しているもの以外は無料です。

各種健（検）診等の年間日
程は「朝霞市健康カレン
ダー」に掲載しています。

広報あさか ２０１３．４31


